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 獣医師という職業では、現在何を連想さ

れているでしょうか？ほとんどの人がペ

ットのお医者さんではないでしょうか。 

 倉敷天城中学校では、生徒自身が希望

し、関心のある職業について勉強する時

間があり、１年生２０人を対象に「獣医

師の仕事について」４５分の授業を行い

ました。 

  日本の獣医師数は約３５千人で、その

内約１３千人（３７％）が小動物診療に

携わっていますが、他の分野で獣医技術

を発揮している方も多くいます。獣医師

の約２５％は、国や県、市町村に所属す

る公務員であり、製薬会社や乳業メーカ

ーで研究開発や検査等の業務に取り組ん

でいる方もたくさんいます。 

 この度の倉敷天城中学校での授業で

は、獣医師の勤務先例を挙げて多様な分

野で獣医技術が求められていること、全

国に１６の大学があり、獣医師が年間約

千人しか誕生していないこと等を説明し

ました。家畜保健衛生所の仕事について

は、写真スライドで、各家畜の採血や細

菌検査、生産技術指導業務や受精卵移植

技術等を説明し、生徒２人に防護服の着

脱体験をしてもらいました。 

  生徒からの質問は「獣医師になろうと

思った理由は何ですか？」や「獣医師の

仕事をしていて大変だと感じたことは何

ですか？」で、自分の将来について悩む

姿を感じました。 

  防護服の着脱体験では、全員が席を立

ってモデル２人に近づき、初めて見る服

に触っていました。着脱した生徒の感想

は「防護服がこんなに軽いとは知らなか

った」とか「暑苦しくて大変だ！」で、

生徒のみならず先生にも特に好評でし

た。 

 高校の進路指導の先生によると、高校

２年生までに体験したり印象に残ってい

る分野の職業を希望する生徒が多いとの

ことです。 

 岡山県では獣医師職員の確保に努めて

いますが、今回の生徒の中から、将来の

家畜保健衛生所職員が誕生してくれたら

と、ささやかな期待を抱いています。 


